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Total 21μL
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１．Buffer AVL・キャリアRNAの調製

50 QIAamp Mini Spin Columns
Collection Tubes (2 ml)
Carrier RNA 
Buffer AVE / Protease Solvent 
Buffer AVL  
Buffer AW1 (concentrate, 19 mｌ) 
Buffer AW2 (concentrate, 13 ml)  

QIAamp Viral RNA Mini Kit (50) の場合 QIAamp Viral RNA Mini Kit (250) の場合

Carrier RNA
310 μg

Buffer AVE
Elution Buffer
2.0 ml

310μL

＜検査時： Buffer AVL とキャリアRNA･ Buffer AVE を混和＞

検体数
Buffer AVL

量（mL）
ｷｬﾘｱRNA・
BufferAVE
量（μL）

検体数
Buffer AVL

量（mL）
ｷｬﾘｱRNA・
BufferAVE
量（μL）

１ ０．５６ ５．６ １３ ７．２８ ７２．８

２ １．１２ １１．２ １４ ７．８４ ７８．４

３ １．６８ １６．８ １５ ８．４０ ８４．０

４ ２．２４ ２２．４ １６ ８．９６ ８９．６

５ ２．８０ ２８．０ １７ ９．５２ ９５．２

６ ３．３６ ３３．６ １８ １０．０８ １００．８

７ ３．９２ ３９．２ １９ １０．６４ １０６．４

８ ４．４８ ４４．８ ２０ １１．２０ １１２．０

９ ５．０４ ５０．４ ２１ １１．７６ １１７．６

１０ ５．６０ ５６．０ ２２ １２．３２ １２３．２

１１ ６．１６ ６１．６ ２３ １２．８８ １２８．８

１２ ６．７２ ６７．２ ２４ １３．４４ １３４．４

※ 上記の混和物は必要に応じて調製し、2～8℃で最高48時間まで安定。2～8℃で保存
すると沈殿物が生じるので、使用直前に80℃ （5分以内）に温めて再溶解する）。
加熱は6回までとし、,80℃でのインキュベーションは5分を超えないようにする。

Buffer AVL
Viral lysis buffer
31 ml

1)

2)

3) ・ Buffer AVLに沈殿が生じていないかチェックし、沈殿している場合は
80℃でインキュベートし、沈殿を溶解する。

・ 処理する検体数から必要なBuffer AVL とキャリアRNA･ Buffer AVE
混和物の容量を確認し、混合する。

・ チューブを静かに10回転倒混和する。泡立ちを避けるため、ボルテックス
は使用しない。

２．Buffer AW1の調製

３．Buffer AW2の調製

ﾌﾟﾚｯﾌﾟ数 濃縮AW1 ｴﾀﾉｰﾙ 最終容量

５０ １９ mL ２５ mL ４４ mL

２５０ ９５ mL １２５ mL ２２０ mL

・ 310μg のキャリアRNA（凍結乾燥）が入ったチューブに
310μL のBuffer AVE を添加する（1μg/μLとなる）。
⇒ キャリアRNA･ Buffer AVE （全量で 55検体分）

・ キャリアRNAを完全に溶解し、これを適切量で分注して-20℃で保存する。
（⇒5本に分注（1本約62μL）すると、1本あたり11検体分

3本に分注（1本約103μL）すると、1本あたり18～19検体分）
※ このキャリアRNA･ Buffer AVE の凍結融解は3回まで可能。

最初に使用する際、濃縮Buffer AW1 に下記量のエタノール（96～100％）を加える。

ﾌﾟﾚｯﾌﾟ数 濃縮AW1 ｴﾀﾉｰﾙ 最終容量

５０ １３ mL ３０ mL ４３ mL

２５０ ６６ mL １６０ mL ２２６ mL

最初に使用する際、濃縮Buffer AW2 に下記量のエタノール（96～100％）を加える。

例）
62μLずつ
分注

例）
3検体の場合

1.68 mL

16.8 μL

1 2 3 4 5

＜購入時：キャリアRNA･ Buffer AVEの調製 ＞

250 QIAamp Mini Spin Columns
Collection Tubes (2 ml)
Carrier RNA 
Buffer AVE / Protease Solvent 
Buffer AVL  
Buffer AW1 (concentrate, 95 mｌ) 
Buffer AW2 (concentrate, 66 ml)  

キット内容

2



試薬分注

スピンダウン

スピンカラム＆

コレクションチューブ

遠心後

ろ液の廃棄

コレクションチューブ交換

抽出RNA

RNA抽出

⑤ ⑦ ⑨

①

①②

⑤ ⑦ ⑪

Buffer AW1,AW2,AVE 添加

1.5ｍLチューブ

1.5ｍLチューブ

← Buffer AVL/ Carrier RNA 560μL注入
← 試験材料液（上清） 140μL添加、 キャップを閉め、15秒間ボルテックス

10分間インキュベート（室温放置）後、スピンダウン

← エタノール 560μL添加

キャップを閉め、15秒間ボルテックス、スピンダウン

← 上記混合液 630μL注入

スピンカラム＆

2mLコレクションチューブ

キャップを閉め、6,000×g（8,000rpm）、1分間遠心

スピンカラム コレクションチューブ

→ コレクションチューブ、ろ液を廃棄

2回繰り返し

← Buffer AW1 500μL添加

キャップを閉め、 6,000×g（8,000rpm）、1分間遠心

→ コレクションチューブ、ろ液を廃棄

← Buffer AW2 500μL添加

キャップを閉め、 20,000×g（14,000rpm）、3分間遠心

→ コレクションチューブ、ろ液を廃棄

1.5mLマイクロチューブに移す

← Buffer AVE 60μL添加

キャップを閉め、1分間インキュベート後、

6,000×g（8,000rpm）、1分間遠心

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

（感染性因子やRNaseは不活化されます）

＋

スピンカラムを新しいコレクションチューブに移す

＋

スピンカラムを新しいコレクションチューブに移す

キャップを閉め、20,000×g（14,000rpm）、1分間遠心

スピンカラムを新しいコレクションチューブに移す

＋

⑫

→ コレクションチューブ、ろ液を廃棄＋

RNA抽出液

＋

⑪

⑫

④ ⑥ ⑧ ⑩

検体材料

④のスピンカラムを
新しい空のコレクション
チューブに再度セット

＜QIAamp Viral RNA Mini Kit を使用する場合＞

抽出したRNAは速やかに遺伝子検査に使用し、

保存する場合はできるだけ-70℃以下で保存する。

ウイルス輸送培地（2～3mL）にスワブを懸濁する。
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